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肥前さが幕末維新博覧会上峰町の日（１０／２８）で奉納された”子ども米多浮立”

⃝平成30年
　第４回定例会（12月）

P２〜３ こんなことが決まりました
P８〜13 そこが聞きたい（一般質問）
P14〜17 中学校子ども議会



議
案
審
議

ふるさと納税謝礼 １１億500万円
クレジット決済手数料 2,550万円
ふるさと納税業務委託料 １億2,372万８千円
ふるさと納税ポータルサイト利用料 9,700万円
積立金 25億205万６千円

◎ふるさと納税に関するそれぞれの経費です。

上小北校舎空調設備更新工事設計業務委託料 200万円
空調設備の更新に係る設計をお願いするものです。

体育施設建物損耗調査委託料 １00万円
武道館・体育センターの現状調査をするものです。

建物診断業務委託料 １20万円
小・中学校舎の屋根等の維持管理に関する診断を行うものです。

西峰団地RC-I補修工事費 300万円
西峰団地RC-I屋上雨もり補修工事費用です。

平成30年度 一般会計補正予算（第３号）から

３９億１,０１３万４千円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

　平成３０年第４回定例会は１１月３０日から１２月６日までの７日間の会期で開催され、上程された１０議
案が原案通り可決されました。

こんな
ことが

決まりました
１０議案　可決

平成30年１２月第４回定例会で
30年度 一般会計

補正予算（第３号）可決

◎公共施設設備に関する経費です。
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予

算

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎国庫支出金
　・障害者福祉費負担金� １,455万円
◎県支出金
　・障害者福祉費負担金� 727万5千円
◎ふるさと納税寄附金� 25億2０5万5千円
◎ふるさと寄附金基金繰入金
� １３億5,９３8万4千円
◎財政調整基金繰入金� １,０26万３千円
◎前年度介護保険負担金精算金
� 67９万7千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎ふるさと納税謝礼� １１億5００万円
◎ふるさと納税クレジット決済手数料
� 2,55０万円
◎ふるさと納税業務委託料
� １億2,３72万8千円
◎ふるさと納税ポータルサイト利用料
� ９,7００万円
◎基金積立金
　・ふるさと寄附金基金
� 25億2０5万6千円
◎介護・訓練等給付費� 2,９１０万円

一 般 会 計 本会期までの累計

平成３０年度　　正予算補
39億1,013万４千円増額して、総額159億5,393万４千円となる。

特 別 会 計
国民健康保険特別会計
増減額無しで、１０億7,7０4万１千円

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

歳入
159億
5,393万
4千円

歳出
159億
5,393万
4千円

町税
13億3,757万5千円
8.4% 地方交付税

8億995万2千円
5.1% 国庫支出金

5億7,415万4千円
　　　　3.6%

県支出金
3億2,530万1千円
　　　　　2.0%

繰入金
54億3,258万円
34.1％

町債
2億4,641万6千円
1.5%

寄附金
65億756万8千円
40.8%

その他
7億2,038万8千円
4.5%

総務費
118億2,997万1千円
74.2%

民生費
15億9万8千円
9.4%

衛生費
6億2,782万9千円
3.9%

農林水産業費
3億6,635万2千円
2.3%

土木費
3億2,841万1千円
2.1%

消防費
1億7,195万5千円
1.1%

教育費
5億7,581万1千円
3.6%

公債費
4億1,468万7千円
2.6%

その他
1億3,882万円
0.8%

後期高齢者医療特別会計
１55万１千円を減額し、１億6１5万8千円となる

農業集落排水特別会計
5９０万円を増額し、5億９,462万３千円となる
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議
案
審
議

　
　
　
　

井
手
口
に

あ
る
切
通
下
水
処
理

場
に
関
係
す
る
こ
と

で
、
９
月
定
例
会
と

の
か
ら
み
も
あ
り
、

井
手
口
区
内
の
造
成

地
に
ま
ず
合
併
浄
化

槽
を
設
置
し
、
何
年

か
稼
動
さ
せ
た
後
に

機
能
強
化
事
業
を
更

新
時
期
と
の
理
由
で

整
備
し
、
そ
れ
に
必

要
だ
と
の
理
由
で
本

管
を
処
理
場
に
つ
な

ぐ
と
い
う
先
々
の
こ

と
ま
で
決
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
聞
く
が
本

当
か
。

　
　
　
そ
の
よ
う
な

話
は
お
か
し
い
と
思

う
。
そ
う
い
う
提
案

を
実
は
大
川
前
町
長

か
ら
聞
い
た
が
、
本

大
川
議
員

町
長

管
の
整
備
を
機
能
強

化
事
業
と
装
っ
て
入

れ
る
つ
も
り
は
な
い
。

機
能
強
化
事
業
が
今
、

予
定
さ
れ
て
い
る
か

確
認
が
必
要
だ
が
、

特
定
の
企
業
に
有
利

に
働
く
よ
う
な
誤
解

を
受
け
る
形
で
の
事

業
実
施
は
で
き
な
い
。

現
在
機
能
強
化
の
予

定
が
あ
る
か
ど
う
か
、

ま
た
ど
う
い
う
形
で

さ
れ
て
い
る
の
か
は

副
町
長
か
ら
答
弁
さ

せ
る
。

　
　
　
　
国
の
方
針

に
基
づ
き
な
が
ら
、

維
持
管
理
に
つ
い
て

は
あ
ら
ゆ
る
角
度
で

検
討
し
て
い
く
。

副
町
長

平成３０年１２月定例会
下水道整備事業の審議から

今議会においての下水道整備事業の審議状況の要点を
抜粋してお伝えします。

　
　
　
　

９
月
定
例

会
で
の
井
手
口
区
造

成
地
へ
の
下
水
道
整

備
の
件
で
町
長
答
弁

の
中
で
、「
う
そ
」
を

つ
い
て
い
る
、
ち
が
っ

た
こ
と
を
言
っ
て
い

る
と
い
う
話
が
聞
こ

え
て
き
て
い
る
が
ど

う
か
。

　
　
　
私
は
天
地
神

明
に
誓
っ
て
「
う
そ
」

は
言
っ
て
い
な
い
。

「
う
そ
」
を
話
す
理
由

も
な
い
。
こ
の
ケ
ー

ス
を
も
っ
て
役
所
の

あ
り
方
を
考
え
て
い

き
た
い
と
先
日
言
っ

た
通
り
で
あ
る
。
昨

日
の
議
会
で
も
議
事

録
か
ら
削
除
さ
れ
た

が
、
怪
文
書
と
は
信

ぴ
ょ
う
性
が
な
く
、

大
川
議
員

町
長

発
行
者
が
不
明
で
あ

り
、
内
容
的
に
も
一

方
的
な
主
張
を
述
べ

て
い
る
文
章
の
こ
と

だ
と
思
う
。
あ
の
議

場
で
の
や
り
と
り
は
、

本
人
自
身
も
要
求
し

た
こ
と
を
認
め
ら
れ

て
い
る
し
、
そ
れ
は

は
っ
き
り
そ
の
通
り

だ
と
思
う
。

　

一
部
の
企
業
や
、

一
部
の
人
達
だ
け
が

３
０
０
０
万
円
も
の

公
金
を
正
当
な
権
利

行
使
に
装
い
、
搾
取

せ
ん
と
す
る
行
為
を

本
当
に
地
域
の
方
が

望
ん
で
い
る
と
は
思

え
な
い
。
付
き
合
い

が
あ
れ
ば
昔
の
誼よ

し

み

と
し
て
話
を
合
わ
せ

る
方
も
い
る
だ
ろ
う

が
、
や
っ
ぱ
り
不
正

４



議
案
審
議

ろ
ん
な
問
題
が
あ
る

よ
う
だ
が
町
長
は
ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ

る
の
か
。

　
　
　
こ
れ
は
正
に

議
会
が
考
え
ら
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
。
議
会
は
政
治

倫
理
条
例
を
制
定
さ

れ
て
い
る
の
で
。
一

言
い
い
た
い
こ
と
は
、

先
日
の
や
り
と
り
で

業
務
妨
害
や
、
脅
迫
と

受
け
と
め
た
こ
と
は

問
題
で
あ
る
が
、
私
は

こ
の
議
会
に
お
い
て

正
す
べ
き
は
公
職
の

議
員
の
職
責
に
あ
る

も
の
が
不
当
要
求
を

行
っ
た
点
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
点
で
私
と
吉
富

議
員
の
発
言
に
は
食

町
長

い
違
い
が
見
ら
れ
る
。

不
当
要
求
行
為
を
お

願
い
し
た
人
が
誰
か

と
い
う
点
で
あ
る
。

吉
富
議
員
は
事
業
者

と
も
と
れ
る
言
い
方

で
利
害
関
係
者
と
思

わ
れ
る
人
か
ら
頼
ま

れ
た
と
３０
年
９
月
議

会
議
事
録
で
は
っ
き

り
と
確
認
で
き
る
が
、

法
律
家
に
聞
く
と
む

し
ろ
そ
の
点
が
問
題

だ
と
い
わ
れ
る
。
吉

富
議
員
は
先
日
「
選

挙
が
終
わ
っ
た
ら
、

広
報
委
員
会
を
問
題

に
す
る
」
と
控
え
室

で
言
わ
れ
て
い
た
そ

う
だ
が
、
そ
れ
は
問

題
の
す
り
替
え
で
あ

り
、
そ
の
方
が
誰
な

の
か
は
っ
き
り
さ
せ

る
べ
き
だ
と
思
う
し
、

を
支
持
さ
れ
て
い
る

と
い
ま
だ
に
受
け
と

め
て
い
る
考
え
方
に

私
は
強
い
違
和
感
を

感
じ
る
。
と
り
あ
え

ず
議
会
だ
よ
り
が
「
う

そ
」
だ
と
言
っ
て
お
け

ば
良
い
と
す
る
態
度

は
、
町
民
に
対
す
る
背

任
に
あ
た
る
と
さ
え

思
う
、
大
変
遺
憾
に
思

う
。

　
　
　
　

今
の
答
弁

を
聞
い
て
安
心
し
た
。

世
の
中
色
々
あ
る
が

争
い
は
好
ま
な
い
。
私

を
含
め
て
議
員
た
る

者
は
そ
の
言
動
に
つ

い
て
は
責
任
が
伴
い
、

そ
の
責
任
を
自
覚
し

や
っ
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
こ
と
は

当
然
の
こ
と
。
今
回
い

大
川
議
員

　
　
　
　

議
案
審
議

の
中
で
こ
う
い
っ
た

審
議
が
な
さ
れ
る
こ

と
に
疑
問
を
感
じ
る
。

最
終
的
に
だ
れ
が
ど

う
質
問
し
た
か
わ
か

ら
な
い
議
会
だ
よ
り

の
中
で
政
治
倫
理
条

例
で
議
長
中
心
に
や

る
べ
き
だ
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
、
特
別
委

員
会
は
あ
る
。
議
会
活

性
化
特
別
委
員
会
が

あ
る
、
こ
の
案
件
は
、

そ
こ
で
議
論
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

吉
富
議
員

多
く
の
町
民
の
方
か

ら
面
会
を
い
た
だ
き
、

お
電
話
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
　
　
　

１１
月
30
日

上
坊
所
区
の
氏
神
様

の
行
事
と
し
て
お
灯

夜
が
開
催
さ
れ
た
。
そ

の
時
、
議
会
だ
よ
り

臨
時
号
の
件
で
、
苦

言
を
も
ら
っ
た
。
そ

の
内
容
が
質
問
者
の

名
前
が
な
い
、
末
尾

に
広
報
委
員
の
氏
名

が
な
い
な
ど
と
言
わ

れ
た
。
私
は
９
月
議

会
後
の
議
会
だ
よ
り

の
紙
面
の
都
合
で
書

き
残
し
た
分
が
あ
っ

た
か
ら
、
こ
れ
は
議

会
政
治
倫
理
条
例
違

反
の
疑
い
も
あ
る
か

ら
、
町
民
に
伝
え
る

吉
田
議
員

べ
き
で
は
な
い
か
と
、

委
員
会
で
協
議
し
、

賛
成
し
た
、
と
伝
え

た
。
そ
こ
で
私
の
意

見
だ
が
、
こ
う
い
う

状
況
を
打
開
す
る
意

味
で
上
峰
町
議
会
政

治
倫
理
条
例
の
規
定

に
よ
る
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
調

査
を
行
い
、
上
峰
町

議
会
と
し
て
整
然
と

し
た
町
議
会
の
運
営

を
し
て
い
る
こ
と
の

ア
ピ
ー
ル
の
手
段
と

し
て
も
明
ら
か
に
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う

が
議
長
の
判
断
を
仰

ぎ
た
い
。

　
　
　
こ
の
場
は
議

案
審
議
の
場
な
の
で
。

議
長
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決

算

一般会計

特別会計

主な財政指標

歳入総額
162億
1,653万
8千円

歳出総額
158億
6,621万
9千円

町税
14億4,371万4千円
8.9％

諸収入他
68億1,313万円
42.0％

地方交付税
9億4,335万7千円
5.8％ 使用料・手数料

7,597万3千円
0.5％
国庫支出金
4億4,356万8千円
2.7％
県支出金
2億5,642万2千円
1.6％

町債
1億8,268万7千円
1.1％

繰越金
2億2,999万円
1.4％

繰入金
56億2,210万9千円
34.7％

各種交付金
2億558万9千円
1.3％

総務費
123億171万6千円
77.5％

民生費
11億5,033万2千円
7.2％

衛生費
6億1,565万4千円
3.9％

農林水産業費
3億6,198万円
2.3％

消防費
1億7,077万8千円
1.1％

教育費
5億977万1千円
3.2％

公債費
4億1,307万8千円
2.6％ その他

9,007万4千円
0.6％土木費

2億5,283万7千円
1.6％

平成2９年度�一般会計・特別会計　　算を認定決
決算特別委員会委員長　原田　　希

歳入総額1６2億1，６53万８千円：歳出総額15８億６，６21万９千円：差引額３億5，031万９千円

　平成３０年９月１2日の本会議において、本委員会に付託された平成2９年度上峰町一般会計歳入歳出決算
及び各種特別会計歳入歳出決算について、去る９月１９日、2０日、25日の３日間にわたり厳正なる審査を
行い、監査委員の意見及び執行部の内容説明を聞き、慎重な審査の結果、適正であることを認め全員賛成
をもって認定すべきものと決定しました。�

特別会計名称 歳入総額 歳出総額 差引額

国 民 健 康 保 険 １１億7，１０4万５千円 １０億３，０5９万４千円 １億4，０45万１千円

後 期 高 齢 者 医 療 １億１９5万８千円 ９，8３5万７千円 ３6０万１千円

土 地 取 得 １7０万３千円 ０千円 １7０万３千円

農 業 集 落 排 水 ５億4，０2３万６千円 ５億３，１３2万５千円 8９１万１千円

指標の説明 Ｈ29年度 Ｈ2８年度

財 政 力 指 数 町の財政力を表す指数。１に近い団体ほど自主財源の割合が高
く、財政に余裕があるとされる。 ０．6０％ ０．6１％

経 常 収 支 比 率 町の財政の弾力性を表す指標。数値が低い団体ほど自由に使え
る財源が多いとされる。 8９．2％ ９8．１％

実 質 公 債 費 比 率
町の借金返済額が標準財政規模に占める割合を表す指標。１8％
を超えると起債発行の際に許可が必要となり、25％を超えると
起債発行に制限がかかる。

１３．6％ １4．4％

将 来 負 担 比 率 現時点で、町が将来負担すべき債務が標準財政規模の何倍ある
かを表す指標。 － －

（千円未満を四捨五入しているので、総額と一致しない場合があります）

６



議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９１０

向
井　

正

吉
田　

豊

田
中
靜
雄

碇　

勝
征

漆
原
悦
子

井
上
正
宣

吉
富　

隆

大
川
隆
城

原
田　

希

寺
﨑
太
彦

３6 平成2９年度上峰町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

３7 平成2９年度上峰町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

３8 平成2９年度上峰町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

３９ 平成2９年度上峰町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

4０ 平成2９年度上峰町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

45 上峰町営住宅管理条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

46 平成３０年度上峰町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

47 平成３０年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

48 平成３０年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

4９ 平成３０年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

― 平成2９年度決算特別委員会審査報告について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

平成３０年　第４回定例会　議案賛否表�○は賛成　×は反対　欠は欠席　

田
布
施
町
議
会

　
「
英
語
学
習
」

�

に
つ
い
て
行
政
視
察

錦
町
議
会

　
「
給
食
費
無
償
化
」

�

に
つ
い
て
行
政
視
察

　
平
成
３０
年
１０
月
３１
日
（
水
）
山
口
県
田
布

施
町
議
会
総
務
文
教
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
、

我
が
町
の
「
英
語
学
習
」
に
つ
い
て
視
察
に

来
ら
れ
ま
し
た
。
研
修
会
（
意
見
交
換
）
で

は
活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
、「
大
変
参
考
に

な
っ
た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
３０
年
１１
月
８
日
（
木
）
熊
本
県
錦
町

議
会
厚
生
文
教
経
済
常
任
委
員
会
の
皆
さ
ん

が
、
我
が
町
の
「
給
食
費
無
償
化
」
に
つ
い

て
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
研
修
会
（
意
見

交
換
）
で
は
活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
、「
大

変
勉
強
に
な
っ
た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

錦町

田布施町

行政視察　受け入れ
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答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

一般
質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

碇　勝征 議員

問
イ
オ
ン
の
閉
店
に
伴

い
、
中
心
市
街
地
再

開
発
事
業
計
画
の
進
渉

は
。
こ
の
地
の
周
辺
県

道
・
国
道
を
通
行
す
る

車
数
は
一
日
３
万
台
を

超
す
交
通
が
あ
る
。

　

正
に
注
目
さ
れ
て
い

る
中
心
市
街
地
だ
。
こ

の
計
画
は
、
町
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
と
な
り
、
我

が
町
の
再
発
展
に
つ
な

が
る
こ
と
に
な
る
。
計

画
内
容
は
。

答
創
生
室
長　
イ
オ
ン

九
州
と
折
衝
中
。
参

加
意
欲
あ
る
民
間
事
業

者
の
参
考
意
見
等
も
聴

き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

答
町
長　
無
償
譲
渡
の

申
請
中
。
商
工
会
・

若
い
人
・
Ｋ
ａ
ｍ
ｉ
女

椿
の
会
等
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
等
を
聞
き
取
り

纏
め
、
今
月
内
に
計
画

を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

問
町
道
４
本
交
差
す
る

変
則
５
差
路
改
良
計

画
の
進
渉
は
。
長
年
の

懸
案
道
路
だ
、
３００
有
余

名
の
改
良
賛
同
者
署
名

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

危
険
道
路
解
消
す
る

た
め
、
上
司
と
協
議
を

成
し
、
交
差
点
ら
し
き

交
差
点
を
策
定
す
べ
き

だ
。
前
回
の
３
案
で
は

解
消
で
き
な
い
。
計
画

内
容
は
。

答
建
設
課
長　
以
前
の

３
案
は
使
え
な
い
状

況
に
あ
る
の
で
、
抜
本

見
直
し
を
行
う
方
向
で
、

概
略
設
計
を
年
度
末
に

向
け
て
発
注
し
た
。

ほ
か
に

○�

老
松
神
社
南
側
地
の

池
管
理
は
ど
こ
か

　
私
・
碇
勝
征
は
今
議
会
限
り
で
、
退
く
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
ご
支

援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
間
色
々
な
問
題
で
、
議
論
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
自
ら
の
人
生
の
糧
と
な
り
、
町
へ
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
後
進
に
道
を
開
け
、
一

町
民
と
し
て
町
政
を
是
非
論
に
て
、
見
つ
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
オ
ン
跡
地
の
計
画
進
渉
は

無
償
譲
渡
折
衝
中

古
墳
公
園
の
整
備

上
水
道
設
置

施設整備が望まれる古墳公園

問
要
望
し
て
い
た
古
墳

公
園
の
整
備
（
街
灯

·

ベ
ン
チ·

階
段·

水
洗
ト

イ
レ
）
は
、
中
心
市
街

地
再
開
発
計
画
と
合
わ

せ
て
取
組
む
と
の
こ
と

だ
か
、
開
発
計
画
に
時

間
が
か
か
る
と
思
わ
れ

る
。
周
辺
整
備
を
先
行

す
る
こ
と
で
、
再
開
発

へ
の
期
待
待
望
さ
れ
て

い
る
皆
様
へ
伝
わ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
地
か

ら
周
遊
し
中
心
市
街
地

へ
回
る
。
先
ず
は
「
街

灯·

水
洗
ト
イ
レ
」
設
置

を
要
望
す
る
。

答
文
化
課
長　
都つ

紀き

女め

加か

王お
う

墓ぼ

と
古
墳
公
園

を
守
る
奉
仕
団
で
、
月

１
回
の
美
化
活
動
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
園
広
場
に
上
水
道

を
設
置
す
る
。
他
の
要

望
等
は
、
御ご

陵り
ょ
う

隣
接
と

の
関
係
で
協
議
必
要
と

思
わ
れ
る
の
で
、
調
査

を
行
い
計
画
し
て
い
く
。

概
略
設
計

発
注

変
則
５
差
路

計
画
は

一
般
質
問
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一
般
質
問

大川　隆城 議員

て
は
機
械
そ
の
も
の
は
良

好
で
あ
り
、
温
度
調
整
の

や
り
方
を
工
夫
し
た
り
室

外
機
の
フ
ィ
ル
タ
ー
交
換

等
で
対
処
で
き
る
。

問
３
～
４
年
前
か
ら

ク
ー
ラ
ー
の
不
具
合

い
に
つ
い
て
改
善
要
望

が
あ
っ
て
い
た
が
対
応

さ
れ
な
か
っ
た
。
熱
中

症
は
命
に
か
か
わ
る
こ

と
で
も
あ
り
、
チ
ル
ド

レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
で「
急

が
ん
ば
時
は
急
が
ん
ば

で
き
ん
」
と
肝
に
命
じ

て
取
組
ん
で
ほ
し
い
。

答
教
育
長　
学
校
現
場

と
の
課
題
の
共
有
を

し
な
が
ら
急
ぐ
べ
き
は

急
ぐ
と
い
う
姿
勢
で
取

問
国
の
臨
時
交
付
金
8００

億
円
を
ク
ー
ラ
ー
に

充
て
、
来
夏
ま
で
に
希

望
す
る
全
て
の
小
中
学

校
で
の
整
備
を
目
指
す

と
な
っ
て
い
る
。
是
非

整
備
し
て
ほ
し
い
が
新

設
も
更
新
も
対
象
に
な

る
の
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
　

平
成
３１
年
に
更
新
す

べ
く
補
正
予
算
で
設
計

委
託
料
を
２００
万
円
計
上

し
て
お
り
、
新
設
も
更

新
も
対
象
に
な
る
。

問
上
小
北
校
舎
は
当
然

だ
が
上
中
校
舎
も
不

具
合
が
あ
る
と
聞
く
。

答
教
委
事
務
局
長　
　

中
学
校
の
分
に
つ
い

組
む
。
ま
た
温
度
設
定

を
す
ぐ
考
え
る
が
、
体

感
温
度
に
も
考
慮
し
て

対
応
し
た
い
。

問
下
坊
所
区
町
営
住
宅

（
坊
所
団
地
）
の
外

観
が
汚
れ
て
い
る
た
め

に
「
ゆ
う
れ
い
ア
パ
ー

ト
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
住
む
子
ど
も
達

が
い
じ
め
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
と
も
聞
く
。

そ
う
い
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
外
装
の
改
修
を

早
急
に
で
き
な
い
か
。

答
建
設
課
長　
町
営
住

宅
の
長
寿
命
化
計
画

を
来
年
策
定
予
定
な
の

で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
整

備
の
順
番
等
も
含
め
て

協
議
を
重
ね
、
実
施
し

た
い
。

問
町
の
嘱
託
職
・
臨
時

職
と
し
て
勤
務
さ
れ

て
い
る
方
々
の
年
休
は

勤
務
６
カ
月
以
降
、
忌

引
き
は
無
し
の
状
況
だ

が
県
内
に
は
年
休
が
勤

務
最
初
か
ら
あ
り
忌
引

き
も
あ
る
な
ど
バ
ラ
つ

き
が
あ
る
。
町
と
し
て

改
善
は
で
き
な
い
か
。

答
総
務
課
長　
地
方
公

務
員
法
、
地
方
自
治

法
の
一
部
改
正
が
平
成

２9
年
５
月
１7
日
付
、
法

第
２9
号
と
し
て
公
布
さ

れ
て
お
り
嘱
託
職
・
臨

時
職
任
用
制
度
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
雇
用
形

態
が
全
国
的
に
統
一
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
法
令

を
順
守
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問
い
じ
め
は
あ
っ
て
は

い
け
な
い
こ
と
で
あ

り
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。

最
近
あ
ち
こ
ち
で
発
生

し
、
自
殺
者
も
で
て
い

る
。
県
内
で
も
起
き
て

い
る
。
町
の
実
状
は
ど

う
か
。
ま
た
対
策
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
る
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
　

１１
月
末
現
在
で
上
小

で
１
件
、
上
中
で
３
件

認
知
し
て
い
る
。
３
カ

月
観
察
し
、
学
校
、
保

護
者
と
連
携
し
対
応
し

て
い
る
。

問
い
じ
め
は
子
ど
も
間

の
出
来
事
が
多
い
が

教
師
の
発
言
が
言
葉
の

暴
力
と
し
て
特
に
１
～

３
年
の
低
学
年
生
に
ト

ラ
ウ
マ
と
し
て
残
る
よ

う
な
こ
と
は
な
い
か
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
教
育
長　
教
師
が
子

ど
も
達
を
傷
つ
け
る

言
葉
を
か
け
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
っ
て
は
い
け

な
い
。
資
質
や
指
導
力

を
問
わ
れ
る
こ
と
だ
。

学
級
担
任
の
枠
を
越
え

て
相
互
の
気
づ
き
を
す

す
め
る
よ
う
に
校
長
を

中
心
に
行
っ
て
い
る
。

ま
た
継
続
し
た
研
修
が

大
事
な
の
で
、
県
の
研

修
だ
け
で
な
く
私
達
も

出
向
い
て
資
質
の
向
上

に
努
め
る
。

校
舎
の
ク
ー
ラ
ー
整
備
を
確
実
に

平
成
３１
年
更
新
計
画

「
ゆ
う
れ
い
ア
パ
ー
ト
」
の
改
修
を

長
寿
命
化
計
画
に
沿
っ
て
実
施

学
校
で
い
じ
め
は
あ
っ
て
い
な
い
か

小
学
校
１
件
、
中
学
校
で
３
件
認
知

坊所団地

町
の
嘱
託
職
、
臨
時
職
の
年

休
、
忌
引
き
の
改
善
を

地
方
公
務
員
法
等
の
、
改
正
に
伴
い
見
直
す
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一
般
質
問

　

排
水
不
良
が
考
え
ら

れ
る
の
で
排
水
施
設
を

整
備
し
た
い
と
思
い
、

現
地
の
状
況
調
査
を
や

り
、
排
水
計
画
を
立
て

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
道
路
を
高
く
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
も
あ

る
が
、
来
年
の
梅
雨
時

期
前
ま
で
に
は
対
策
を

施
行
し
て
ほ
し
い
。

答
建
設
課
長　
上
司
と

相
談
し
な
が
ら
当
初

予
算
に
上
げ
て
い
く
考

え
だ
け
ど
予
算
補
正
と

か
で
き
る
場
合
は
早
期

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

道
路
の
嵩
あ
げ
の
件

問
梅
雨
時
期
に
な
る

と
、道
路
が
冠
水
し
、

車
両
が
通
る
度
に
玄
関

か
ら
雨
水
が
進
入
す
る

た
め
に
「
土
の
う
」
を

積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
態
だ
。
周
辺
住
民

か
ら
の
要
望
も
出
て
い

る
と
思
う
が
冠
水
対
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
建
設
課
長　
近
年
、

集
中
的
に
雨
が
降
る

こ
と
が
多
く
、
今
ま
で

に
整
備
さ
れ
た
排
水
施

設
の
能
力
を
大
幅
に
越

え
る
大
雨
が
要
因
と
な

り
、
冠
水
の
原
因
と
考

え
ら
れ
る
。

は
宅
地
の
高
さ
な
ど
が

あ
り
、
ま
ず
は
側
溝
が

な
い
こ
と
が
原
因
と
思

わ
れ
る
の
で
排
水
溝
を

考
え
て
い
る
。

問
イ
オ
ン
周
辺
の
団
地

の
方
々
は
買
物
が
近

く
て
便
利
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
土
地

を
買
い
、こ
の
家
を
買
っ

た
。
イ
オ
ン
が
あ
る
か

ら
人
が
集
ま
り
、
今
の

住
宅
街
が
形
成
さ
れ
た

と
思
う
。

　

住
民
の
高
齢
化
と
、

一
人
暮
ら
し
が
多
く

な
っ
て
く
る
。
イ
オ
ン

撤
退
後
の
買
物
難
民
を

助
け
る
た
め
の
商
店
の

誘
致
は
考
え
て
い
る
か
。

答
創
生
室
長　
町
と
し

て
求
め
る
機
能
や
施

設
を
集
約
し
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
に
よ
り
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
を
公
募
し
て

い
く
。
テ
ナ
ン
ト
の
募

集
や
出
店
企
業
の
契
約

は
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が

組
成
す
る
※
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と

呼
ば
れ
る
特
定
目
的
会

社
が
お
こ
な
う
。

　

イ
オ
ン
上
峰
店
が
町

民
の
利
便
性
を
支
え
て

き
た
経
緯
を
か
ん
が
み

る
と
町
が
求
め
る
機
能

や
施
設
と
し
て
は
日
常

生
活
を
支
え
る
商
業
機

能
を
備
え
た
施
設
を
求

め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

答
建
設
課
長　
先
日
、

吉
野
ヶ
里
町
、
建
設

課
よ
り
本
格
的
に
事
業

化
を
考
え
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
で
、
お
話
が

あ
り
、
整
備
方
針
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
い

る
。
整
備
方
針
は
、
水

路
は
現
状
の
ま
ま
で
、

水
路
側
の
道
路
端
部
に

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を
設
置

す
る
方
向
で
進
め
て
い

る
。

問
排
水
溝
に
落
ち
た
話

は
数
回
聞
く
が
救
急

車
で
運
ば
れ
た
こ
と
が

あ
る
と
の
話
も
聞
く
、

歩
道
も
な
い
、
の
り
面

も
な
い
、
極
め
て
危
険

な
所
だ
。

　

６
月
議
会
の
答
弁
で

安
全
対
策
に
つ
い
て
は

吉
野
ヶ
里
町
と
調
整
し

な
が
ら
実
施
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
。

現
地
を
調
査
し
、
排
水
計
画
を

立
て
る

老
松
、
米
多
線
の
道
路
冠
水

対
策
は

日
常
生
活
を
支
え
る
施
設
を
求

め
て
い
く

イ
オ
ン
閉
店
後
の
買
い
物
難

民
対
策
は

三
上
開
拓
線
横
の
排
水
溝
の

安
全
対
策
は

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を
設
置
す
る
方
向

※�PFIとは　公共施設等の建設、維持管理などを
民間のノウハウによって、コストの削減や質の
高い公共サービスの提供を行う手法。

※�SPC（特定目的会社）とは　企業が資金を調達
する目的で設立する法人。

三上開拓線、排水溝

田中　靜雄 議員
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一
般
質
問

よ
う
に
見
え
る
が
、
あ

れ
で
完
了
か
。

答
建
設
課
長　
災
害
現

場
の
西
側
に
、
空
胴

ブ
ロ
ッ
ク
積
の
所
が
あ

る
が
、
危
険
が
あ
る
の

で
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
高
さ

を
、
低
く
す
る
工
事
を

す
る
。
そ
れ
が
終
っ
た

段
階
で
永
久
的
な
構
造

物
に
や
り
直
す
。

問
確
認
の
意
味
で
、
再

度
聞
く
が
、
ブ
ロ
ッ

ク
工
事
が
完
了
し
た
後

に
強
硬
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
に
再
工
事
を
実

施
す
る
こ
と
だ
と
、
確

認
し
て
良
い
か
。

問
提
出
さ
れ
た
資
料
に

よ
る
と
、
１１
月
１5
日

完
了
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
相
違
な
い
か
。

答
建
設
課
長　
は
い
。

問
私
も
気
が
か
り
で
現

場
を
見
て
来
た
。
ト

ン
袋
で
土
砂
の
流
出
を

防
ぐ
だ
け
の
仮
工
事
の

答
建
設
課
長　
そ
の
と

お
り
。

問
７
月
６
日
の
西
日
本

豪
雨
に
よ
っ
て
、
も

う
一
箇
所
災
害
が
発
生

し
て
い
る
。
切
通
区
長

か
ら
連
絡
が
あ
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
千
々
岩

タ
バ
コ
屋
の
裏
山
も
崩

壊
し
か
け
て
い
る
が
、

あ
そ
こ
は
災
害
で
は
無

い
の
か
。

答
建
設
課
長　
あ
の
現

場
は
、
所
有
者
が
、

当
地
に
移
転
す
る
時
に

本
人
が
裏
山
を
削
っ
た

た
め
に
起
き
た
も
の
で

自
然
災
害
で
は
無
く
人

災
で
あ
る
の
で
、
個
人

の
責
任
だ
。

問
人
災
で
あ
れ
、
自
然
災

害
で
あ
れ
、
災
害
復
旧

は
町
長
の
責
任
で
災
害
復

旧
を
や
る
べ
き
で
は
無
い

か
。
人
命
に
か
か
わ
る
災

害
が
発
生
し
た
時
に
そ
ん

な
理
由
が
通
る
と
思
う
か
。

通
ら
ん
だ
ろ
う
。

答
建
設
課
長　
災
害
発

生
の
起
因
が
何
か
で

判
断
さ
れ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

問
考
え
が
甘
す
ぎ
る
。

町
の
南
部
を
東
西
に

走
る
北
縁
断
層
帯
が
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
連

動
し
て
動
け
ば
、
最
大

震
度
７
の
地
震
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
想

定
さ
れ
て
い
る
。
７
の

地
震
が
発
生
し
、
当
該

土
地
の
上
の
方
か
ら
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
た
ら

ど
う
な
る
か
。
慎
重
に

判
断
す
べ
き
だ
。
東
日

本
大
震
災
で
も
１5
ｍ
以

上
の
津
波
が
発
生
す
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

た
の
に
、
行
政
や
東
京

電
力
が
無
視
し
た
か
ら

大
き
な
災
害
と
な
っ
た
。

答
町
長　
災
害
対
策
基

本
法
、
施
行
令
、
施

行
規
則
で
は
、
災
害
程

度
に
よ
っ
て
、
災
害
復

旧
費
の
負
担
割
合
が
決

ま
る
。

問
負
担
割
合
が
ど
う
こ

う
い
う
の
は
、
金
が

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
の
災
害
復
旧

は
完
了
か

ま
だ
完
全
で
は
無
い

水
害
時
の
非
難
道
路
の
確
保
は

１8
年
測
量
設
計
、
１9
年
施
工
予
定

通
っ
て
い
る
道
路
を
通
学
路

に
す
べ
き
だ

安
全
面
、
距
離
等
を
考
慮
し
て
決

定
す
る
。

無
い
か
ら
で
き
な
い
と

い
う
の
か
。
わ
か
っ
た
。

私
も
法
・
施
行
令
に
つ

い
て
熟
読
し
て
ま
た
質

問
す
る
。

問
１8
年
測
量
設
計
、
１9

年
施
工
と
い
う
こ
と

だ
が
、
１9
年
梅
雨
ま
で

に
で
き
る
か
。

答
建
設
課
長　
来
年
の

梅
雨
迄
に
は
、
業
者

問
小
中
学
生
の
保
護
者

か
ら
、
指
定
外
の
道

路
を
通
学
し
て
い
る
。

と
の
話
が
あ
っ
た
。
実

際
通
っ
て
い
る
の
を
指

定
す
べ
き
だ
。

答
教
育
長　
安
全
面
と

距
離
を
考
慮
し
て
決

定
し
て
い
る
。

の
施
工
能
力
の
関
係
も

あ
る
の
で
約
束
で
き
な

い
。問

努
力
目
標
と
し
て
お

願
い
す
る
。

レイクタウン災害復旧工事

災害現場（切通区）

未指定の通学路

ほ
か
に

○�

老
人
福
祉
政
策
の
充

実
を

吉田　豊 議員
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一
般
質
問

ミ
ン
グ
は
、
イ
オ
ン
九

州
株
式
会
社
取
締
役
会

の
決
議
が
あ
っ
た
後
に

な
る
が
、
年
明
け
の
２

月
末
に
閉
店
と
お
尻
は

決
ま
っ
て
い
る
。
２
月

末
以
降
に
何
も
決
ま
っ

て
い
な
い
状
況
は
本
意

で
は
な
く
、
住
民
の
利

益
に
も
合
致
し
な
い
。

粛
々
と
進
め
て
い
く
。

問
町
長
は
今
月
中
に
は

イ
オ
ン
か
ら
の
回
答

を
得
た
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
。

答
町
長　
町
民
の
多
く

の
皆
さ
ん
に
は
、
ご

心
配
・
ご
不
安
を
与
え

問
公
民
連
携
基
本
計
画

の
内
容
と
進
捗
は
。

答
創
生
室
長　
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
な
ど
終
え
た
が
、
意

見
集
約
結
果
の
反
映
な

ど
、
も
う
し
ば
ら
く
時

間
が
必
要
。

問
中
心
市
街
地
の
空
洞

化
を
さ
け
る
た
め
の

基
本
的
な
計
画
な
の
で
、

と
り
か
か
り
が
遅
け
れ

ば
、
空
洞
化
の
期
間
も

長
く
な
る
。
早
く
計
画

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

答
創
生
室
長　
ス
タ
ー

ト
ダ
ッ
シ
ュ
の
タ
イ

て
い
る
と
思
う
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
、
年
内
に
は
こ
の
地

の
姿
な
ど
を
示
せ
る
よ

う
に
、
イ
オ
ン
に
も
働

き
か
け
を
強
め
て
い
き

た
い
。

問
イ
オ
ン
閉
店
後
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な

構
想
を
も
っ
て
い
る
の

か
。答

創
生
室
長　
こ
れ
ま

で
、
Ｋ
ａ
ｍ
ｉ
女
椿

の
会
に
よ
る
生
活
者
・

消
費
者
目
線
や
、
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
に
お
け
る
、
民
間
企

業
に
よ
る
こ
の
町
に
必

要
な
機
能
を
集
約
し
て

き
た
。
た
と
え
ば
、
ブ
ッ

ク
カ
フ
ェ
・
学
習
室
・

加
工
所
・
直
売
所
・
地

産
地
消
レ
ス
ト
ラ
ン
・

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

等
の
多
様
な
意
見
が
出

て
い
る
。
事
業
手
法
と

し
て
は
、
イ
オ
ン
上
峰

店
閉
店
後
に
無
償
取
得

を
前
提
と
し
た
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
に
よ
る
民
間
資

金
の
活
用
に
よ
る
開
発

を
行
う
こ
と
で
、
具
体

的
な
手
法
を
煮
詰
め
て

い
く
。

問
こ
れ
ま
で
出
た
意
見

や
要
望
が
多
か
っ
た

機
能
は
、
ほ
ぼ
取
り
入

れ
た
形
の
多
様
な
機
能

を
備
え
た
構
想
と
理
解

し
て
良
い
か
。

答
創
生
室
長　
Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
公
募
を
す
る
際

に
、
一
定
の
要
求
水
準

と
し
て
、
こ
う
い
う
機

能
を
入
れ
て
ほ
し
い
と

要
望
は
す
る
が
、
民
間

事
業
者
が
開
発
を
行
っ

て
い
く
の
で
、
業
態
を

絞
る
た
め
の
あ
る
程
度

の
選
定
は
必
要
に
な
っ

て
く
る
。

中
心
市
街
地
再
開
発
計
画
の

進
捗
は粛

々
と
進
め
る

イ
オ
ン
閉
店
後
の
構
想
は

民
間
資
金
活
用
に
よ
る
開
発

ほ
か
に

○�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
来
年
度
へ
向
け
た
準
備
の

進
捗
は

原田　希 議員
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一
般
質
問

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
関
わ
り
を

始
め
、
サ
ー
ビ
ス
面
で

は
お
た
っ
し
ゃ
便
に
よ

り
買
物
支
援
・
配
食
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
安
否
確

認
・
緊
急
通
報
装
置
の

設
置
が
あ
る
。
新
た
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
、
上
峰
郵
便

局
と
提
携
し
、
見
守
り

訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
て
い
る
。

問
近
隣
の
方
な
ど
を
中

心
と
し
た
地
区
で
の

協
力
が
必
要
で
は
。

が
で
き
る
。

　

自
動
で
通
知
す
る
情

報
は
、
妊
娠
周
数
や
子

ど
も
の
生
年
月
日
に
基

づ
き
、
各
時
期
に
合
わ

せ
た
子
育
て
に
つ
い
て

の
手
続
き
、
制
度
、
乳

幼
児
健
診
の
時
期
、
予

防
接
種
の
案
内
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

自
治
体
か
ら
手
動
で
通

知
す
る
も
の
は
、
健
診

や
予
防
接
種
情
報
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら

せ
や
子
育
て
に
役
立
つ

情
報
な
ど
、
妊
産
婦
や

子
育
て
中
の
保
護
者
に

提
供
し
た
い
情
報
を
配

信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
こ
の
母
子
手
帳
ア

プ
リ
の
導
入
は
、
情
報

提
供
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一

つ
と
し
て
十
分
そ
の
役

割
を
果
た
す
も
の
と
考

問
要
援
護
者
台
帳
の
活

用
お
よ
び
独
居
者
の

見
守
り
は
。

答
福
祉
課
長　

高
齢

者
・
障
害
者
・
乳
幼

児
等
の
防
災
施
策
に
お

い
て
、
特
に
支
援
を
要

す
る
方
の
名
簿
作
成
が

義
務
付
け
さ
れ
、
避
難

行
動
支
援
者
名
簿
を
作

成
し
て
い
る
。
名
簿
登

録
者
の
承
諾
を
得
て
、

基
本
情
報
・
要
援
護
者

の
状
態
・
災
害
時
支
援

員
情
報
な
ど
を
各
地
区

の
民
生
児
童
委
員
に
お

知
ら
せ
し
、
緊
急
時
・

訪
問
や
見
守
り
に
活
用

問
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、

母
子
手
帳
ア
プ
リ
「
母

子
モ
」
の
導
入
は
で
き

な
い
か
。

答
福
祉
課
長　
母
子
手

帳
ア
プ
リ
は
妊
娠
、

子
育
て
中
の
保
護
者
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
な
ど
に
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
必

要
な
情
報
を
得
る
こ
と

答
福
祉
課
長　
民
生
児

童
委
員
会
や
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
、
各
地

区
で
開
催
し
て
い
る
絆

サ
ロ
ン
な
ど
の
中
で
も
、

見
守
り
や
有
事
の
際
の

対
応
は
協
議
さ
れ
て
い

る
が
、
地
域
の
連
携
を

は
か
り
担
当
課
と
も
協

議
を
行
い
な
が
ら
継
続

性
を
持
た
せ
る
こ
と
も

含
め
進
め
て
い
く
。

え
ら
れ
る
の
で
、
導
入

に
向
け
協
議
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

要望
学
校
か
ら
の
連
絡
も

す
べ
て
携
帯
で
一
斉

配
信
さ
れ
て
い
る
し
、

病
院
な
ど
の
予
約
も
携

帯
で
と
、
若
い
世
代
の

方
が
た
は
携
帯
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
・
パ
ソ
コ

ン
を
上
手
に
使
っ
て
お

ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

是
非
、
一
日
も
は
や
く

導
入
を
お
願
い
し
た
い
。

高
齢
者
支
援
は

郵
便
局
の
見
守
り
訪
問
サ
ー
ビ

ス
開
始

母
子
手
帳
ア
プ
リ「
母
子
モ
」

の
導
入
は

導
入
に
向
け
協
議
中

ほ
か
に　
○�

道
路
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
　
○�

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

漆原　悦子 議員

［母子手帳アプリイメージ］

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称1313



子
ど
も
議
会

　平成３０年１１月６日、上峰町議会本会議場において、中学３年生による「子ども議会」が開催されました。
　総合学習の一環として、事前にみんなで調査し、討論した事を生徒代表として執行部に対し、提案質問
しました。大人が気づかない中学生目線での鋭い質問内容でした。
　中学生の皆さんには、貴重な体験となり、子ども議会を終えてそれぞれの感想を書いていただきました。

議
長　
鶴
田　
渓
介

　

僕
は
、
今
回
の
子
ど
も

議
会
で
普
段
の
授
業
で
は

学
べ
な
い
よ
う
な
こ
と
を

多
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

一
つ
は
上
峰
町
の
こ
と

で
す
。
子
ど
も
議
会
を
さ

せ
て
頂
く
上
で
友
達
と
一

緒
に
上
峰
町
の
こ
と
を
調

べ
ま
し
た
。
す
る
と
、
１０

年
以
上
上
峰
に
住
ん
で
い

る
の
に
、
知
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
で
て
き
て
正

直
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

自
分
の
育
っ
た
町
の
こ
と

を
も
っ
と
知
る
こ
と
が
で

き
、
い
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

　
も
う
一
つ
、役
場
の
方
の

町
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と

い
う
姿
勢
も
学
び
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
て
も
真
剣
に
僕

達
の
話
を
聞
い
て
下
さ
り
、

も
初
め
は
緊
張
し
て
い
た

け
ど
、
少
し
ず
つ
緊
張
も

ほ
ぐ
れ
て
き
て
、
最
後

ま
で
大
き
な
ミ
ス
を
し
な

か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
議
会
を
経
験
さ

せ
て
も
ら
っ
て
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
の
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
こ

れ
か
ら
町
に
貢
献
し
て
い

け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

議
員　
中
尾　
大
地

　

僕
は
子
ど
も
議
会
を
終

え
て
２
つ
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
１
つ
目
は
発
表

す
る
こ
と
の
難
し
さ
で
す
。

今
回
の
子
ど
も
議
会
は
全

上
峰
町
の
通
学
路
の

安
全
に
つ
い
て

丁
寧
に
説
明
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。町
長
さ
ん
か
ら
も

上
峰
を
暮
ら
し
や
す
い
町

に
し
た
い
と
い
う
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
て
、僕
も
真
似

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
子
ど
も
議
会
で
は
、

こ
こ
で
は
書
き
き
れ
な
い

く
ら
い
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
与
え
て
頂
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

議
長　
江
島　
春
陽

　

私
は
、
子
ど
も
議
会
に

議
長
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。

　

後
半
か
ら
議
長
を
務
め

た
の
で
、
前
半
は
議
員
の

質
問
や
町
の
執
行
部
の
方

の
答
弁
を
見
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
な
が
ら
私
は
町

の
執
行
部
の
方
の
答
弁
を

き
き
な
が
ら
驚
き
ま
し
た
。

急
な
質
問
に
対
し
て
も
的

確
に
答
え
ら
れ
て
い
た
か

ら
で
す
。
私
た
ち
が
納
得

で
き
る
よ
う
に
答
え
ら
れ

て
い
た
と
こ
ろ
が
す
ご
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

後
半
か
ら
議
長
の
役
目

員
で
資
料
を
集
め
、
そ
れ

を
ま
と
め
た
も
の
を
自

分
が
子
ど
も
議
員
と
い
う

立
場
で
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
で
い
ち

か
ら
ど
ん
な
事
を
提
案
す

る
か
な
ど
考
え
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
行
っ
た
り
街
灯

の
数
を
調
べ
た
り
し
た
も

の
を
ど
う
ま
と
め
る
か
な

ど
と
て
も
難
し
い
事
ば
か

り
で
し
た
。
２
つ
目
は
意

見
を
の
べ
る
こ
と
の
大
切

さ
で
す
。
今
ま
で
道
路
の

状
態
が
悪
く
て
も
大
丈
夫

か
な
と
か
思
っ
て
い
た
け

ど
い
ざ
考
え
て
み
る
と
危

な
い
な
と
思
う
所
も
あ
っ

て
で
も
ふ
だ
ん
な
ら
思
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
け
ど
、
今

回
生
徒
代
表
と
し
て
皆
で

調
べ
た
こ
と
を
の
べ
る
こ

と
が
で
き
て
意
見
を
の
べ

る
こ
と
の
大
切
さ
が
わ
か

り
ま
し
た
。
今
回
は
子
ど

も
議
会
を
開
い
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
自
分
で
も
貴
重
な

け
い
け
ん
に
な
っ
た
の
で

よ
か
っ
た
で
す
。

補
助
員　
松
本　
夏
海

　

先
日
行
わ
れ
た
子
ど
も

子ども議会
上峰中学校

議長　鶴田渓介 議長　江島春陽

議員　中尾大地 補助員　松本夏海
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子
ど
も
議
会

議員　本石真太郎 補助員　稲葉友芙

て
ま
と
め
て
く
れ
て
助
か

り
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
作
る
時
は
稲
葉
さ

ん
や
先
生
と
い
っ
し
ょ
に

作
っ
て
い
っ
て
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
て
い
た
の

で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

役
場
で
実
際
に
働
い
て

い
る
人
の
現
状
な
ど
を
子

ど
も
議
会
を
通
し
て
知
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。
自
分
の
町

に
意
見
を
言
う
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

補
助
員　
稲
葉　
友
芙

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は

「
医
療
・
介
護
問
題
」
に
つ

い
て
考
え
、
そ
の
中
で
、

夜
間
診
療
を
行
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
病
院
が
少
な

い
こ
と
、
病
院
が
中
央
に

集
っ
て
い
る
こ
と
、
介
護

現
場
の
設
備
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
を
問
題
点
と
し

て
挙
げ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
当
日
は
、

町
の
執
行
部
の
方
々
が
熱

心
に
話
を
聞
い
て
下
さ
り
、

グ
ル
ー
プ
活
動
で
の
調
査

を
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
と

心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
合
的
な
学
習

で
私
に
は
学
ん
だ
こ
と
が

議
会
で
は
、
私
は
中
尾
大

地
君
の
補
助
員
と
し
て
出

席
し
ま
し
た
。
補
助
員
と

し
て
は
、
ス
ピ
ー
チ
に
合

わ
せ
て
パ
ソ
コ
ン
で
操
作

す
る
と
い
う
作
業
で
発
言

を
し
な
か
っ
た
の
に
、
議

員
の
人
と
同
じ
よ
う
に
緊

張
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
学
校
で
行
っ

て
い
る
生
徒
集
会
の
よ
う

に
生
徒
向
け
で
は
な
く
、

今
ま
で
数
々
の
議
会
を
経

験
し
、
表
情
が
険
し
い
大

人
の
方
々
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
提
案
を
し
て
、
席
に

戻
る
と
執
行
部
の
方
が
そ

の
提
案
に
つ
い
て
答
弁
を

返
す
の
で
す
が
、
あ
ま
り

に
も
言
葉
が
難
し
く
、
根

拠
が
は
っ
き
り
と
し
て
い

て
驚
き
、
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
上
峰
町
の
今

後
の
在
り
方
を
真
剣
に
捉

え
、
検
討
す
る
こ
と
の
難

し
さ
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

私
の
家
に
も
議
会
だ
よ

り
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
今

ま
で
は
読
ん
だ
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私

も
今
後
の
上
峰
町
に
つ
い

て
議
会
だ
よ
り
を
読
む
な

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
話
し

合
う
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

今
ま
で
は
あ
ま
り
町
の
こ

と
で
思
う
こ
と
が
あ
っ
て

も
伝
え
ず
に
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
議
会
で
思
っ
た
こ

と
を
伝
え
る
と
真
剣
な
答

え
が
返
っ
て
き
て
、
大
事

な
町
の
こ
と
を
考
え
話
し

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
私
は
「
１０
年
後

も
２０
年
後
も
住
み
た
い
と

思
え
る
町
」
に
す
る
た
め

に
、
積
極
的
に
話
し
合
い

に
参
加
し
、
町
民
全
員
が

住
み
や
す
い
と
思
え
る
町

に
で
き
る
よ
う
協
力
を
し

て
い
き
ま
す
。

議
員　
岸
川
茉
里
乃

　

私
は
今
回
の
子
ど
も
議

上
峰
町
の
快
適
な
暮
ら
し
の

た
め
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て

ど
し
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

議
員　
本
石
真
太
郎

　

ぼ
く
は
子
ど
も
議
会
で

子
ど
も
議
員
と
し
て
参
加

し
て
み
て
、
み
ん
な
の
お

か
げ
で
発
表
が
成
功
し
て

と
て
も
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

発
表
し
た
時
は
き
ん
張
し

て
い
て
と
て
も
速
く
話
し

て
し
ま
い
後
か
い
し
ま
し

た
。

　
準
備
の
時
に
は
、グ
ル
ー

プ
全
員
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の

内
容
を
考
え
た
り
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
質
問
こ
う
も

く
を
考
え
て
く
れ
て
と
て

も
助
か
り
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
が
か
え
っ
て
き
た

時
も
み
ん
な
で
手
わ
け
し

医
療
・
介
護
に
つ
い
て

会
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
上
峰
町
役
場
の

方
々
が
上
峰
町
の
た
め
に

た
く
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
発
表
を
し
て
い

る
と
き
に
、
役
場
の
方
々

が
し
ん
け
ん
に
話
を
き
い

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
を

み
て
、
役
場
の
方
々
の
町

に
た
い
す
る
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
ま
で
そ
こ

ま
で
気
に
し
て
い
な
か
っ

た
町
の
こ
と
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
の
広
報
紙
は
あ
る
こ
と

は
知
っ
て
い
た
け
ど
、
読

ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
す
が
今
回
の
こ
と
が

あ
っ
て
町
の
広
報
紙
を
読

ん
で
み
よ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
と
お
し

て
上
峰
町
の
こ
と
に
つ
い

て
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

補
助
員　
大
里　
太
志

　

今
回
の
子
ど
も
議
会
で

は
、
議
員
で
は
な
く
補
助

員
と
い
う
立
場
で
参
加
し

ま
し
た
。
議
員
と
比
べ
て

出
番
は
少
な
か
っ
た
け
ど
、

色
々
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
議
会
へ
向
け
て

活
動
す
る
前
は
、
上
峰
町

の
課
題
な
ど
を
全
く
知
ら

な
か
っ
た
で
す
が
、グ
ル
ー

プ
で
活
動
を
し
て
い
く
中

で
、
色
々
な
上
峰
町
の
課

題
、
現
状
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
課
題
は
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
対
す
る
提
案
も
、
た
く

さ
ん
出
た
の
で
、
上
峰
町

が
よ
り
良
い
町
に
な
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

活
動
の
時
間
が
、
あ
ま

り
無
か
っ
た
の
で
、
大
変

な
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、

生
徒
全
員
で
上
峰
町
へ
の

提
案
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
い
い
経
験
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
子
ど
も
議
会
で

学
ん
だ
こ
と
を
将
来
に
活

か
せ
る
よ
う
に
、
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

議員　岸川茉里乃 補助員　大里太志
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子
ど
も
議
会

え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
感

謝
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

が
思
っ
て
い
た
以
上
に
い

ろ
ん
な
こ
と
を
検
討
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
て
さ
す
が

だ
な
と
思
う
部
分
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
私
た
ち
の
提
案
で
少
し

で
も
上
峰
町
が
も
っ
と
良

い
町
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
は
二
度
と
こ
の
よ

う
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

こ
れ
か
ら
は
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
日
本
の
政
治
に

参
加
し
て
い
き
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
今
回
は
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。生

活
に
必
要
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
等
に
つ
い
て

議
員　
小
川　
慶
太

　

ぼ
く
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

で
は
、
子
育
て
や
支
援

に
つ
い
て
の
こ
と
を
考

え
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
利
用
し
て

調
べ
た
こ
と
を
質
問
と
し

て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
子
ど
も
議
会
で

は
課
長
さ
ん
方
が
た
く
さ

ん
お
ら
れ
て
と
て
も
緊
張

し
ま
し
た
が
し
っ
か
り
と

み
ん
な
で
調
べ
た
こ
と
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ぼ
く
が
議
会
で
と
て
も

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
ぼ
く
が
不
意
な
質
問

を
聞
い
て
も
、冷
静
に
し
っ

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

議
員　
白
浜　
拓
実

　
今
回
、僕
は
議
員
と
し
て

子
ど
も
議
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
子
ど
も
議
会
を
通
し
て
、

期
間
は
短
か
っ
た
で
す
が

仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
改
め
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
議
場
の
空
気
、一
つ
の

提
案
の
重
さ
も
知
れ
て
よ

か
っ
た
で
す
。

　

僕
が
提
案
し
た
こ
と
、

そ
し
て
再
質
問
し
た
こ
と

に
一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に

ま
っ
す
ぐ
に
答
え
て
く
れ

た
の
で
納
得
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

僕
た
ち
は
三
年
後
に
選

挙
権
を
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
こ
の
経
験
を
生

か
し
て
、
こ
の
町
を
よ
り

よ
い
も
の
に
し
て
い
く
た

め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
は
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

補
助
員　
小
野
原
来
望

　

私
は
議
場
に
初
め
て

入
っ
た
と
き
、
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
。
で
も
、
こ

か
り
と
答
弁
を
し
て
い
た

だ
き
と
て
も
か
っ
こ
よ

か
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、

上
峰
の
こ
と
を
も
っ
と
よ

り
よ
く
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
が
み
ら
れ
て
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
上
峰
町
が
ど
う

な
る
の
か
楽
し
み
で
し
か

た
が
な
い
で
す
。

　

こ
の
議
会
で
学
ん
だ
こ

と
を
使
っ
て
、
残
り
少
な

い
中
学
校
生
活
を
も
っ
と

よ
り
よ
く
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

補
助
員　
堤
田　
小
想

　

私
は
今
回
子
ど
も
議
会

に
参
加
し
て
み
て
と
て
も

有
意
義
な
時
間
を
す
ご
せ

た
と
思
い
ま
す
。
私
は

補
助
員
と
し
て
の
参
加
で

し
た
が
、
執
行
部
さ
ん
達

が
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

熱
心
に
調
べ
て
と
て
も
よ

か
っ
た
な
と
実
感
し
ま
し

た
。
難
し
い
言
葉
が
出
て

き
て
、
わ
か
り
づ
ら
い
の

か
な
と
心
配
し
た
部
分
も

多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
こ
と
は
な
く
、
一
つ

一
つ
の
提
案
に
丁
寧
に
答

議員　岩村剣心 補助員　於保達也

こ
で
上
峰
の
政
治
に
つ
い

て
決
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ

と
思
う
と
少
し
わ
く
わ
く

も
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
議
会
が
始
ま
り
、

議
場
全
体
が
緊
張
感
の
あ

る
雰
囲
気
に
な
っ
た
の
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
た
ち
が
出
し
た
、

上
峰
町
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
の
提
案
を
上
峰
町
の

執
行
部
の
方
は
真
剣
に
聞

い
て
下
さ
り
、
提
案
に
対

す
る
答
弁
は
難
し
い
言
葉

は
多
か
っ
た
で
す
が
、ゆ
っ

く
り
と
し
た
口
調
で
て
い

ね
い
に
答
え
て
下
さ
っ
た

の
が
と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
子
ど
も
議
会
で

私
は
、
自
分
か
ら
積
極
的

に
政
治
に
参
加
す
れ
ば
、

上
峰
町
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
政
治
に

あ
ま
り
興
味
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
少
し
興
味
を

持
て
ま
し
た
。
選
挙
権
を

得
た
ら
、
他
人
事
と
思
わ

ず
選
挙
に
行
き
積
極
的
に

政
治
に
参
加
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。

議
員　
岩
村　
剣
心

　

ぼ
く
は
、
子
ど
も
議
会

と
い
う
場
で
一
日
議
員
と

い
う
貴
重
な
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
議
事
が
進
ん
で

い
く
中
で
感
じ
た
事
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
は
二
つ
あ
っ

て
、
一
つ
目
は
議
員
の
皆

さ
ん
の
大
変
さ
で
す
。
上

峰
町
が
も
っ
と
良
く
な
る

よ
う
に
議
会
で
色
々
な

事
を
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
の
だ
と
思
う
と
議
員

の
皆
さ
ん
に
本
当
感
謝
し

か
な
い
で
す
。
二
つ
目
に

感
じ
た
事
は
上
峰
町
の
事

に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
時

に
自
分
が
知
ら
な
い
所
が

色
々
あ
っ
た
と
い
う
事
で

す
。
こ
う
い
う
事
に
気
が

上
峰
町
の
活
性
化
に

つ
い
て

議員　小川慶太 補助員　堤田小想

議員　白浜拓実 補助員　小野原来望
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子
ど
も
議
会

議
員　
石
丸　
恭
行

　

ぼ
く
は
、
子
ど
も
議
会

の
議
員
と
し
て
、
１
日
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ぼ
く
が
あ
の
場
で
学

ん
だ
こ
と
は
、
上
峰
町
の

政
治
が
ど
の
よ
う
な
感
じ

で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、

１
つ
の
事
を
提
案
す
る
に

し
て
も
１
つ
１
つ
こ
ま
か

く
調
べ
て
、
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
こ
と
が
と
て

も
大
事
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

ぼ
く
達
が
考
え
て
提
案

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
て

い
ね
い
に
真
っ
す
ぐ
に
、

答
え
を
だ
し
て
い
た
だ
き

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ぼ
く
自
身
、

上
峰
町
の
政
治
に
参
加
し

た
の
は
、
初
め
て
だ
っ
た

上
峰
町
の
生
活
の
利

便
性
に
つ
い
て

つ
け
た
の
は
子
ど
も
議
会

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
な
の
で
こ
れ
か
ら

議
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
無

駄
に
せ
ず
生
活
を
送
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
子
ど
も
議
会
に
ご
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
町
長

さ
ん
は
じ
め
と
す
る
関
係

者
の
方
々
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

補
助
員　
於
保　
達
也

　

今
回
の
子
ど
も
議
会
に

参
加
し
て
み
て
、
ま
ず
普

段
は
で
き
な
い
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
議
会
を
行
う
ま
で
の
準

備
は
と
て
も
大
変
で
し
た

が
、本
番
で
上
手
く
伝
わ
っ

た
よ
う
に
感
じ
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
の
提

案
に
対
し
て
丁
寧
に
ま
た

分
か
り
や
す
く
答
え
て
頂

い
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に

私
た
ち
が
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

町
長
の
話
で
は
、
一
人

一
人
に
ど
こ
が
よ
か
っ

の
で
、
す
ご
く
緊
張
し
ま

し
た
が
、
上
峰
町
の
議
員

さ
ん
が
笑
顔
で
「
大
丈
夫

や
け
ん
。」
と
言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
、
と
て
も
気

持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
達
で
考
え
た
こ
と

を
発
表
す
る
こ
と
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
で
し
た
け

れ
ど
、
と
て
も
き
ち
ょ
う

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

補
助
員　
吉
富　
美
桜

　

私
は
今
回
の
子
ど
も
議

会
に
補
助
員
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
私
は
そ
こ
で

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
べ

ま
し
た
。

　
一
つ
は
、
上
峰
町
で
す
。

調
べ
た
り
他
の
人
の
プ
レ

ゼ
ン
を
聞
く
こ
と
で
い
ろ

ん
な
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

う
の
で
も
っ
と
知
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
政
治
に
つ

い
て
で
す
。
今
、
公
民
で

習
っ
て
い
る
け
ど
自
分
の

身
で
体
験
す
る
こ
と
で
政

治
に
た
い
し
て
少
し
考
え

が
変
わ
っ
た
き
が
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
政
治
は
難
し
い

た
な
ど
と
議
会
の
提
案

に
つ
い
て
の
感
想
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
頂
い
た
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
準
備
の
甲
斐

が
あ
っ
た
の
と
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
の
糧
に
で
き
る

と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
私
た
ち
の
た
め

に
子
ど
も
議
会
と
い
う
形

で
普
通
の
議
会
と
同
じ
よ

う
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
町
の

た
め
に
直
接
関
わ
る
機
会

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
募

金
活
動
な
ど
に
積
極
的
に

参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。

議員　石丸恭行 補助員　吉富美桜

な
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

自
分
の
考
え
を
伝
え
る
だ

け
で
も
参
加
で
き
る
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
子
ど
も

議
会
で
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、

も
っ
と
も
っ
と
政
治
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
政
治
に

興
味
を
も
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
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皆
様
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
は
新
た
な
元
号
に
変
わ

る
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

町
に
お
き
ま
し
て
は
イ
オ

ン
閉
店
後
の
中
心
市
街
地

開
発
計
画
・
新
公
共
交
通
、

ま
た
、
鎮
西
山
の
再
整
備

等
大
き
な
事
業
が
計
画
進

行
中
で
す
。

　

新
元
号
の
ス
タ
ー
ト
と

共
に
皆
様
、
そ
し
て
町
の

新
た
な
飛
躍
の
年
に
な
る

こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
私
共
５
名
に
よ

る
「
議
会
だ
よ
り
」
編
集

も
今
号
で
最
後
と
な
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
ご
愛
読

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。�

（
向
井
）

あ
と
が
き

議
会
だ
よ
り

�

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
大
川　
隆
城

副
委
員
長　
田
中　
靜
雄

委
員　
　
　
原
田　
　
希

委
員　
　
　
吉
田　
　
豊

委
員　
　
　
向
井　
　
正

行事への参加� １０月～１2月
１０月２日　　上峰小学校体育大会
１０月７日　　町民体育大会
１０月１8日　　同和問題市町講座
１０月２４日　　市町行政講演会
１０月２7日　　上峰中学校文化発表会
１０月２8日　　肥前さが幕末維新博覧会「上峰町の日」
１０月２9日　　LGBTｓ研修会
１１月１日　　町制施行３０周年記念式典
１１月１日　　上峰町社会福祉大会
１１月３日　　町民文化祭
１１月１8日　　かみちゃりグランプリ
１１月２４日　　認定こども園かみみね幼稚園お遊戯会
１１月２7日　　青少年育成大会
１２月１６日　　おたっしゃ館もちつき交流会

　昭和６１年2月に町木、町花として制定されまし
た。皆さんに親しんでいただきたいと思います。

▲町木�つばき ▲町花�サルビア

下
津
毛
地
区
内
で
新
た
に

六
地
蔵
等
が
見
つ
か
る

下
津
毛
地
区
内
で
新
た
に

六
地
蔵
等
が
見
つ
か
る

下
津
毛
の
六
地
蔵

だ
ん
な
ん
さ
ん
墓

　
大
将
と
和
尚
の
墓
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
六
地
蔵
は
、六
道（
地
獄
道
、

餓
鬼
道
、
畜
生
道
、
修
羅
道
、

人
間
道
、
天
上
道
）
の
苦
し

み
か
ら
民
衆
を
救
う
と
い
わ
れ

る
地
蔵
菩
薩
の
６
体
の
分
身
を

ま
つ
っ
た
も
の
で
、
室
町
の
戦
乱
の
時

代
に
地
蔵
信
仰
と
し
て
広
ま
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
下
津
毛
地
区
に
残
る
六
地
蔵
は
、
柱
状
の

台
の
上
に
円
筒
形
の
石
を
乗
せ
、
そ
の
表
面

に
浮
彫
で
地
蔵
尊
６
体
を
配
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
、
下
津
毛
地
区
㈱
大
和
製
缶
社
宅
南
側
の
竹
林
の
中
か
ら
、

六
地
蔵
等
の
遺
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
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